
生物統計学/疫学・予防保健学　抄読会

　

2013/10/16

専門職学位課程 1年　川原拓也

二重ロバスト推定量による因果パラメータ推定

疫学研究では交絡調整が肝心となり、アウトカムと曝露、交絡因子の関係を正しくモデル

化できたとき、交絡因子を調整した効果指標を推定できる。しかし実際にはどのモデルが正

しいのかは知りえない。1990年代に提案された二重ロバスト推定量は回帰モデルと曝露確率

に対するモデルを組み合わせた手法で、どちらか一方のモデルを誤特定しても効果指標を正

しく推定できるという特長をもつ。

本抄読会では、傾向スコアモデル、回帰モデルに基づくパラメトリックな交絡調整の方法、

さらに二重ロバスト推定量とその性質について述べる。
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